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公
共
交
通
の
分
岐
点

　

自
家
用
車
が
今
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
昭
和
の
頃
。
バ
ス
は
、
鉄

道
と
共
に
地
域
交
通
の
中
心
を
担

い
、
多
く
の
住
民
に
と
っ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
自
家
用
車
が

急
速
に
普
及
し
、
公
共
交
通
機
関
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
著

し
く
減
少
し
、
バ
ス
事
業
者
の
多
く

は
赤
字
経
営
に
陥
り
ま
し
た
。

　

経
営
維
持
の
た
め
、
乗
客
が
お
ら

ず
、採
算
が
取
れ
な
い
バ
ス
路
線
は
、

撤
退
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し

ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
一
層
、
住
民

の
バ
ス
離
れ
が
進
み
、
市
か
ら
事
業

者
に
支
出
さ
れ
る
補
助
金
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
―
と
い
う
悪
循
環
に

陥
り
、
路
線
バ
ス
の
維
持
は
、
ま
す

ま
す
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
な
ぜ
重
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
の
か
―
。

　

地
域
や
行
政
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
を

考
え
ま
す
。

問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）
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市
民
の
移
動
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保

　

公
共
交
通
は
、
自
家
用
車
な
ど

の
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
児
童
・
生
徒
な
ど
に
と
っ
て
不

可
欠
な
移
動
手
段
で
あ
り
、
ま
た
、

普
段
は
自
家
用
車
で
移
動
し
て
い

る
市
民
に
と
っ
て
も
代
替
の
交
通

手
段
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
人
は
高
齢
に
な

り
、
自
家
用
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
将

来
に
向
け
て
、
若
者
の
定
住
化
や

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め

に
も
公
共
交
通
を
地
域
の
移
動
手

段
と
し
て
確
保
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

交
通
事
故
防
止
・
健
康
維

持
な
ど
の
有
効
手
段

　

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

自
動
車
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、

免
許
証
の
返
納
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
が
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通

に
利
用
転
換
す
る
こ
と
が
事
故
の

防
止
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
で
移
動
す
る

代
わ
り
に
列
車
や
バ
ス
を
使
え

ば
、
人
が
移
動
に
要
す
る
消
費
カ

ロ
リ
ー
が
２
倍
以
上
に
な
る
と
の

試
算
も
あ
る
な
ど
、
公
共
交
通
が

健
康
維
持
に
良
い
効
果
を
持
つ
と

い
う
利
点
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
観
光
客
な
ど
倉

吉
市
に
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
も
移

動
手
段
と
な
り
、
地
域
の
経
済
を

支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

活
気
の
あ
る
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
公
共
交

通
を
行
政
が
確
保
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
利
用
す
る
こ
と
で
維
持
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

環
境
保
全
の
有
効
な
手
段

　

旅
客
１
人
を
輸
送
す
る
場
合
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
自
家
用

車
と
比
べ
る
と
、
バ
ス
は
約
１
／

３
、
鉄
道
は
約
１
／
10
で
あ
り
、

公
共
交
通
は
環
境
負
荷
の
小
さ
い

移
動
手
段
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

も
、
公
共
交
通
へ
利
用
転
換
を
図

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
、
特
に
地
方
で
の
自
家
用
車
の
保
有
率
は
、
著
し
く
上
昇
し
て
い
ま
す
。
今
や

一
家
に
１
台
ど
こ
ろ
か
、
大
人
１
人
に
１
台
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
存
続
は
、
自
家
用
車
を
運
転
す
る
人
に
と
っ
て
は
身
近
な
問
題
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
バ
ス
は
乗
ら
な
い
か
ら
い
ら
な
い
」と
い
う
意
見
や
、
バ
ス

の
存
在
す
ら
意
識
に
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
は
、
な
ぜ
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。

※ 平成１９年からの市町村補助金には、一部県補助金を含んでい

ます。

※ 人口一人あたりの自動車保有台数＝自動車保有台数（財団法人

自動車検査登録情報協会資料）/鳥取県人口（鳥取県統計課資料）

な
ぜ
、
公
共
交
通
は
必
要

な
の
か
？

【模索①】
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バ
ス
停
が
遠
い
集
落

　

平
成
12
年
。
高
城
地
区
の
路
線

バ
ス
が
減
便
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
乗
客
数
の
減
少
」
が
そ

の
理
由
で
し
た
。
地
域
住
民
の
利

便
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
危
機
感

を
持
っ
た
髙た
か

間
武
人
さ
ん（
現
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
た
か
し
ろ
理
事
長
）
ら
は
、

地
域
振
興
協
議
会
に「
バ
ス
対
策
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、
た
だ
ち
に
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

「
便
が
少
な
く
な
れ
ば
、
困
る
の

は
当
た
り
前
だ
が
、
採
算
が
取
れ

な
い
の
で
は
事
業
者
に
も
無
理
は

言
え
な
い
。
こ
の
状
態
を
ど
う
思

う
か
住
民
の
意
見
を
聞
き
た
か
っ

た
」
と
髙
間
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
減
便
以
前
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
浮
か
び
上

が
っ
た
の
で
す
。

　

高
城
地
区
は
、
地
形
的
に
集
落
の

多
く
が
谷
筋
に
沿
っ
て
点
在
し
て
い

て
、バ
ス
路
線
が
走
っ
て
い
な
い「
枝

谷
」地
区
が
９
集
落
あ
り
ま
す
。
最

寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
２
〜
３
㎞
離
れ

て
い
る
家
も
あ
り
ま
す
。
バ
ス
を
利

用
す
る
高
齢
者
な
ど
は
、
こ
の
距
離

を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
常
的

に
極
め
て
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。

　

「
こ
の
問
題
な
ら
地
域
で
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
と
思
っ
た
」

　

枝
谷
か
ら
高
齢
者
な
ど
が
買
い

物
や
通
院
で
市
街
地
へ
出
か
け
る

と
き
、
行
き
道
は
家
族
の
出
勤
途

中
な
ど
に
送
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
帰
り
は
歩
か

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
髙
間
さ
ん
た

ち
は
、
バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま
で
の

送
り
便
を
運
行
す
る
こ
と
を
計
画

し
、
市
役
所
な
ど
関
係
機
関
に
相

談
し
、
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
力
で「
お
で
か
け
」を

支
援
す
る
取
り
組
み

【模索②】

体
系
を
広
域
的
に

見
直
す

【模索③】
　

こ
の
圏
域
の
公
共
交
通
は
、
主

に
鉄
道
と
路
線
バ
ス
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
特
に
路
線
バ
ス
は
自

治
体
を
ま
た
が
る
広
域
路
線
が
多

く
、
通
勤
・
通
学
や
通
院
・
買
物

な
ど
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
バ
ス
利
用
者

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
不
採

算
路
線
を
中
心
に
路
線
の
見
直
し

を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
各
市
町
が

独
自
に
運
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
財
政
負
担
な
ど
の
問
題

解
決
に
は
至
ら
ず
、
各
市
町
単
独

の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
前

述
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
で
は
、

地
域
公
共
交
通
に
関
し
て「
公
共
交

通
に
係
る
効
率
的
な
運
行
体
系
の

確
立
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
９
月
に
は
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
れ
を
も
と
に
、

今
年
３
月
、
行
政
や
バ
ス
事
業
者
な

ど
で
構
成
す
る「
鳥
取
県
中
部
地
域

公
共
交
通
協
議
会
」に
お
い
て
、「
鳥

取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
今
後
、
移
動

実
態
に
即
し
た
、
よ
り
効
率
的

で
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
再
編
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲ 髙間 武人さん。「ＮＰＯ法人たか
しろ」の活動だけでなく、高城地

区の振興全体に力を注ぐ。 ▲「ＮＰＯ法人たかしろ」の有償運送（平成２０年８月撮影）

　

高
城
地
区
で
は
、
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
を
対
象
に
し
た
有
償
運
送
を
実
施
す
る「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
し
ろ
」が
地
域
住
民
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
追
い
ま
し
た
。

　

倉
吉
市
、
三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
、
琴
浦
町
、
北
栄
町
の
１
市
４

町
で
構
成
さ
れ
る
県
中
部
地
域
は
、
企
業
、
学
校
、
病
院
、
商
業

施
設
が
集
中
し
て
い
る
倉
吉
市
を
中
心
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
生
活

圏
域
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
に
は「
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
の
中
で
も
、
公
共
交
通

の
体
系
の
見
直
し
は
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
行
政
か
ら
は
、
最
初
か
ら
積
極

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
そ

れ
に
、
地
域
住
民
の
多
く
が
、
問

題
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
て
方
向

性
が
揺
る
が
な
か
っ
た
。
こ
の
２

つ
が
大
き
な
カ
ギ
だ
っ
た
」
と
髙

間
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
16
年
７
月
に「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
し
ろ
」
が
設
立
さ

れ
た
の
で
す
。

地
域
に
必
要
と
す
る
人
が

い
る
限
り

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
し
ろ
」
は
、

現
在
、
約
30
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
運
転
手
と
、
高
齢
者
な
ど
約

１
３
０
人
の
会
員（
利
用
者
）
が
登

録
し
、
有
償
運
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。
週
３
回
、
１
日
４
便
で
、
バ

ス
停
か
ら
自
宅
ま
で
を
１
０
０
円

〜
２
０
０
円
の
運
賃
で
運
び
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
、
設
立
当
初
か

ら
平
成
19
年
度
ま
で
は
年
間
１
，

０
０
０
人
を
超
え
、
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
は
減
少
し
、
平
成
22
年
度
は
、

６
０
０
人
弱
と
な
り
ま
し
た
。
髙

間
さ
ん
は
、
そ
の
原
因
を「
当
初

の
利
用
者
は
、
高
齢
で
亡
く
な
っ

た
り
本
当
に
動
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
最

近
で
は
高
齢
者
で
も
、
運
転
免
許

証
や
車
を
持
つ
人
が
多
く
な
っ
た

か
ら
だ
と
思
う
」
と
分
析
し
ま
す
。

「
で
も
、
も
っ
と
高
齢
に
な
れ
ば

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
て
も
、
運

転
に
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
て
バ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
自
分
自
身
も
い
つ
か
は
利
用

さ
せ
て
も
ら
う
方
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
有
償
運
送
は
必
要
と
思

う
地
域
の
人
が
い
る
限
り
、
走
り

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
断

言
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
会
員
が
無

理
を
せ
ず
に
協
力
し
て
持
続
で
き

る
体
制
づ
く
り
と
、
国
や
自
治
体

の
補
助
金
に
依
存
し
な
い
、
自
立

し
た
運
営
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
今
後
の
展
望
も
し
っ

か
り
と
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
の
声

小谷 政美さん

「以前、近所のお年寄りから『運

転免許は持っているが、自分

で運転するのはもう怖い』と言

われ、有償運送は地域で取り

組んでいかなければならない

重要な課題だとずっと思って

います。ただ運行するだけで

なく、サービス向上に努めて

おり、荷物を玄関まで運んで

あげたりすることもあります。

会員の皆さんに喜ばれるので

やりがいもありますね」

利
用
者
の
声

大田 美代子さん

「通院などで、月２回程度利用

します。出かけるときは、勤

めに出る家族の車で送ってもら

うことができますが、帰りは自

分で何とかして帰らなければな

りません。バス停から自宅まで

は坂道が続くので歩くと大変で

す。有償運送だと楽ですし、早

く帰ることができるので大変便

利です。今後も利用していきた

いと思います」

▼「ＮＰＯ法人たかしろ」の有償運送概要図

圏
域
の
公
共
交
通
の
特
徴

　

現
状
の
バ
ス
運
行
は
、
需
要
量

の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
起
点
と
な

る
集
落
の
バ
ス
停
か
ら
倉
吉
市
内

ま
で
を
大
型
バ
ス
で
往
復
し
て
い

ま
す
。
車
両
が
大
き
い
た
め
幹
線

道
路
し
か
運
行
で
き
ず
、
幹
線
道

路
か
ら
入
り
込
ん
だ
地
域
で
は
、

バ
ス
を
利
用
し
づ
ら
い
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
圏
域

に
は
広
域
バ
ス
路
線
が
多
い
た
め
、

路
線
距
離
が
長
く
、
利
用
の
少
な

い
時
間
帯
で
も
大
型
車
両
が
運
行

さ
れ
非
効
率
な
面
が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
交
通
体
系

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
広
域
移
動
の
骨

格
を
形
成
す
る
バ
ス
路
線
を
幹
線

と
し
、
地
域
内
で
の
日
常
的
な
移

動
を
担
う
バ
ス
路
線
を
支
線
と
位

置
づ
け
、
こ
の
幹
線
と
支
線
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
・
運
行
形
態
を
分

離
し
て
、
現
状
に
即
し
た
運
行
を

図
る
２
層
構
造
と
し
、
１
市
４
町

の
生
活
圏
を
つ
な
ぐ
快
適
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
運
行
形

態
に
は
乗
換
え
が
発
生
し
、
利
用

者
の
利
便
性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
検
討
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

公共交通施策の

今後の展望

倉吉市総合政策課

企画政策係

山田 晃 課長補佐（写真左）

大本 誠 主任（写真右）
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倉
吉
駅

BUS

BUS

BUS

バスターミナル

①海田西町

⑮海田西町

バス停
道  路
運行経路

　

「
鳥
取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」が
策
定
し
た「
鳥
取
県
中
部
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画
」で
は
、「
倉
吉
駅
北
側
の
商
業
施
設
へ
の
公
共
交
通
で
の
ア

ク
セ
ス
が
不
便
」と
い
う
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
の
解
決
に
向
け
て
、
10
月
１
日（
土
）か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

の
間
、
倉
吉
駅
南
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
倉
吉
駅
北
側
の
商
業
施
設
へ
、
循
環

バ
ス
の
実
証
運
行（
試
験
的
な
運
行
）を
行
い
ま
す
。

　

倉
吉
駅
南
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
倉
吉
駅
北
側
の
商
業
施
設
へ

10
月
１
日（
土
）
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日（
土
）
ま
で
の
間
、
循
環
バ

ス
の
実
証
運
行（
試
験
的
な
運
行
）

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
、
よ
り

利
便
性
の
高
い
運
行
を
目
指
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
実
証

運
行
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成

24
年
度
か
ら
の
本
格
運
行
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
す
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民
み
ん
な

で
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
行
主
体
】

バ
ス
事
業
者（
日
本
交
通
、
日
ノ
丸

自
動
車
）

【
運
行
開
始
日
時
】

10
月
１
日（
土
）午
前
９
時
出
発

※ 

当
日
は
倉
吉
駅
南
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
６
番
乗
り
場
で
実
証
運
行
開
始

式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
循
環
バ
ス
の

乗
客
先
着
50
人
に
折
り
た
た
み
式

コ
ッ
ト
ン
ト
ー
ト
バ
ッ
ク（
手
提
げ

袋
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
運
行
日
・
時
間
】

毎
日
運
行
／
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
便
は
午
後
５
時
30
分
倉
吉
駅
発
）

【
運
行
間
隔
】30
分
間
隔

【
発
着
場
所
】
倉
吉
駅
南
口
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
１
番
乗
り
場

【
料
金
】

区　分 金　額

中学生以上 １５０円

小学生 １００円

小学生未満 無料

障がいのある人
とその介護者

５０円

【
そ
の
他
】

　

現
金
で
の
乗
車
の
み
と
な
り
ま

す
。
回
数
券
、
定
期
券
、
高
齢
者

定
期
券
、
乗
り
放
題
手
形
な
ど
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
路
線
運
行
を
試
す

【模索④】

倉
吉
駅
北
側
の
商
業
施
設
を
路
線
バ
ス
が

巡
り
ま
す
。
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BUS
BUS

BU

BUS
BUS

BUS

BUS

BUS

BUS

BUS BUS

BUS

BUS

②河北

③河北町
④河北町

⑤清谷町⑥清谷町

⑦清谷町

⑩清谷町

⑪倉吉警察署前

⑨信生病院前

⑧田　後

⑭建設技術セン

⑫清谷町

⑬福庭町

【運行表】
バス停名 １便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便 ９便 １０便１１便１２便１３便１４便１５便１６便１７便１８便

倉吉駅 9：00 9：30 10：0010：3011：0011：3012：0012：3013：0013：3014：0014：3015：0015：3016：0016：3017：0017：30
① 海田西町 9：05 9：35 10：0510：3511：0511：3512：0512：3513：0513：3514：0514：3515：0515：3516：0516：3517：0517：35
② 河北町 9：06 9：36 10：0610：3611：0611：3612：0612：3613：0613：3614：0614：3615：0615：3616：0616：3617：0617：36
③ 河北町 9：07 9：37 10：0710：3711：0711：3712：0712：3713：0713：3714：0714：3715：0715：3716：0716：3717：0717：37
④ 河北町 9：09 9：39 10：0910：3911：0911：3912：0912：3913：0913：3914：0914：3915：0915：3916：0916：3917：0917：39
⑤ 清谷町 9：10 9：40 10：1010：4011：1011：4012：1012：4013：1013：4014：1014：4015：1015：4016：1016：4017：1017：40
⑥ 清谷町 9：10 9：40 10：1010：4011：1011：4012：1012：4013：1013：4014：1014：4015：1015：4016：1016：4017：1017：40
⑦ 清谷町 9：11 9：41 10：1110：4111：1111：4112：1112：4113：1113：4114：1114：4115：1115：4116：1116：4117：1117：41
⑧ 田後 9：12 9：42 10：1210：4211：1211：4212：1212：4213：1213：4214：1214：4215：1215：4216：1216：4217：1217：42
⑨ 信生病院前 9：14 9：44 10：1410：4411：1411：4412：1412：4413：1413：4414：1414：4415：1415：4416：1416：4417：1417：44
⑩ 清谷町 9：15 9：45 10：1510：4511：1511：4512：1512：4513：1513：4514：1514：4515：1515：4516：1516：4517：1517：45
⑪ 倉吉警察署前 9：16 9：46 10：1610：4611：1611：4612：1612：4613：1613：4614：1614：4615：1615：4616：1616：4617：1617：46
⑫ 清谷町 9：17 9：47 10：1710：4711：1711：4712：1712：4713：1713：4714：1714：4715：1715：4716：1716：4717：1717：47
⑬ 福庭町 9：19 9：49 10：1910：4911：1911：4912：1912：4913：1913：4914：1914：4915：1915：4916：1916：4917：1917：49
⑭ 建設技術センター前 9：20 9：50 10：2010：5011：2011：50  12：2012：5013：2013：5014：2014：5015：2015：5016：2016：5017：2017：50
⑮ 海田西町 9：22 9：52 10：2210：5211：2211：5212：2212：5213：2213：5214：2214：5215：2215：5216：2216：5217：2217：52
倉吉駅 9：27 9：57 10：2710：5711：2711：5712：2712：5713：2713：5714：2714：5715：2715：5716：2716：5717：2717：57

　

「
と
て
も
難
し
い
問
題
だ
」―
。

　

関
係
者
は
、
公
共
交
通
の
維
持
・

存
続
に
つ
い
て
、
口
を
そ
ろ
え
て

そ
う
言
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
状

況
、
市
民
の
利
便
性
、
事
業
者
の

採
算
性
、
行
政
の
財
政
事
情
な
ど

が
複
雑
に
関
係
し
あ
っ
て
、
悪
循

環
さ
え
生
み
出
し
て
お
り
、
簡
単

に
は
解
決
が
で
き
な
い
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
共
交
通
の
大
き
な

問
題
の
一
つ
に
、「
住
民
の
関
心
の

な
さ
」が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
は
、

自
分
や
家
族
な
ど
が
自
家
用
車
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
日
常
生
活

に
公
共
交
通
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
関
心
を
持
つ
機
会
も

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
つ
か
自
家
用
車
の
な
い
境
遇
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

地
域
に
は
、
今
、
バ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

倉
吉
駅
北
側
へ
の
路
線
バ
ス
も

実
証
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

取
材
を
終
え
て


